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和歌⼭県全域でのクレジットカード利⽤傾向
■来訪者居住地別 和歌⼭県内クレジットカード利⽤額
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⼀都三県 - 埼⽟県 ⼀都三県 - 神奈川県
⼀都三県 - 千葉県 ⼀都三県 - 東京都
関⻄ - 京都府 関⻄ - 滋賀県
関⻄ - ⼤阪府 関⻄ - 奈良県
関⻄ - 兵庫県 九州・沖縄
四国 中国
中部・東海 - 愛知県 中部・東海 - 岐⾩県
中部・東海 - 三重県 中部・東海 - 静岡県
東北 北海道
北関東 北陸・甲信越

・2022年以降、全体の利⽤⾦額としては、増加傾向
   2023年は2022年の1.15倍 2024年は2023年の1.17倍

・居住地別の⽐率としては、 2022〜2024総計で、
関⻄が66.9%、⼀都三県が17.6%で⼤半を占める(3年間通して同じ傾向)
若⼲ではあるが、関⻄の⽐率が下がり、他の地域からの集客も増えているが、依然として関⻄が強い。

   関⻄・⼀都三県以外では、中部・東海が6.51%で、残りの地域は、2%以下。

都道府県別では、⼤阪(41.9%)、兵庫(12.4%)、東京(9.9%)、奈良(6.1%)、京都(4.6%)、神奈川(4.2%)、愛知(3.7%)の
7都府県で、全体の8割以上 

→兵庫や京都は、近隣のため⼤阪の⽔準に近づけたい。愛知も少し遠⽅になるが、⼈⼝⽐率からポテンシャルあり。
→東京、神奈川は⼈⼝⽐率が⾼い分ポテンシャルはあるが遠⽅のため、今の⽔準を維持したい。
→奈良に関して、利⽤⾦額費⽬の詳細は買物(家電量販店)の割合が⼤きいため、旅⾏という観点では、利⽤⾦額は⼩さい。

（参考）2024年度 都道府県⼈⼝(⽐率)
⼤阪府 8,757千⼈(7.1%)
兵庫県 5,337千⼈(4.3%)
京都府 2,520千⼈(2.0%)

東京都  14,178千⼈(11.5%)
神奈川 9,225千⼈(7.5%)

⼀都三県

⼀都三県

関⻄

関⻄

⼀都三県

関⻄

委託事業者からみたポイント

国内



2

和歌⼭県全域でのクレジットカード利⽤傾向
■⽉別 和歌⼭県内クレジットカード利⽤額（2022-2024年計）
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・和歌⼭県内クレジットカード利⽤額の⽉別の状況は、7⽉〜8⽉と増加傾向となり、8⽉がもっとも利⽤額が⼤きい。
・⽉別の傾向としては、どの都道府県からの旅⾏者でも、同じ傾向がみられており、7〜8⽉以外の増加傾向が、

3⽉（卒業旅⾏シーズン）、5⽉（G/W）、12,1⽉（年末年始）のため、それ以外の⽉で旅⾏者を増やす対策を⾏う
ことで、全体の旅⾏者増を図る。

委託事業者からみたポイント
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和歌⼭県全域でのクレジットカード利⽤傾向
■費⽬別 和歌⼭県内クレジットカード利⽤率

・2022-2024での⽐率の変化は買い物や飲⾷が増加し、それ以外が減少しているが、全体として、
変化は⼩さい。

・宿泊での利⽤が50%以上と突出して多いが、観光庁 旅⾏・観光消費動向調査(参考)では、宿泊
費での消費は33.8%で全国計と⽐べても差は⼩さいため、クレジットカード利⽤による集計が
影響していると想定される。

年 サービス レジャー 飲⾷ 交通 宿泊 買物 合計
2022年 3.04% 11.39% 9.39% 3.24% 59.03% 13.90% 100.00%
2023年 2.76% 10.83% 10.52% 4.11% 57.72% 14.06% 100.00%
2024年 2.09% 10.64% 11.50% 4.65% 54.65% 16.48% 100.00%

宿泊
54.6%

買物
16.5%

飲⾷
11.5%

レジャー
10.6%

交通
4.6%

サービス
2.1%

サービス別 和歌⼭県内クレジットカード利⽤額(2024年)
観光庁 旅⾏・観光消費動向調査 (2024年年間)
(https://www.mlit.go.jp/kankocho/tokei_hakusyo/shohidoko.html)
都道府県（47区分）別，費⽬（7区分）別 旅⾏消費額 【観光・レクリエーション⽬的】

（参考）
娯楽等・
サービス費

団体・パック
ツアー料⾦ 交通費 飲⾷費 宿泊費 買物代 その他

和歌⼭県 114 6.7% 149 8.6% 339 19.7% 241 14.0% 581 33.8% 275 16.0% 20 1.1% 1,719
全国計 15340 11.2% 11796 8.6% 24286 17.7% 22223 16.2% 40156 29.3% 22881 16.7% 549 0.4%137231
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和歌⼭県全域でのクレジットカード利⽤傾向
■性別・年代別 和歌⼭県内クレジットカード利⽤額（2022-2024年計）

・性別・年代別の利⽤⾦額は、
   - 男⼥区別なく60代以上が⼀番⾼い  ︓⽐較的経済的なゆとりがある

2番⽬に40代。続いて50代 ︓家族連れが多いため、全体として消費額が増える
⇒ ターゲットとしては、60代以上及び家族連れ。孫との家族旅⾏を牽引できると⼀番良い。

・各性別・年代で利⽤費⽬に⼤きな差はみられない。
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和歌⼭県訪問者の他都道府県でのクレジットカード利⽤
■県外周遊 和歌⼭県外クレジットカード利⽤額⽐較

・和歌⼭県来訪者は、その前後で⼤阪府を周遊する割合が⼀番多い。
⼤阪に来られる旅⾏者には、宿泊を⼤阪で⾏い、⽇帰りで和歌⼭に来る層も⼀定数いると想定され、そのような層へは
和歌⼭での宿泊となるよう、呼び込みを検討できる。

・関⻄在住者であっても、和歌⼭県来訪の前後で、東京都に周遊する旅⾏者も⼀定数確認できる。
・⼤阪以外も三重・兵庫、奈良、京都での周遊が多いため、遠⽅からの観光客については、近隣都道府県との連携も重要。
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和歌⼭県市町村別クレジットカード利⽤傾向
■和歌⼭県内 市町村別クレジットカード利⽤額⽐率(2022-2024総計)

・⽩浜町が4割以上、和歌⼭市が２割以上の利⽤額で、他の市町村と⽐べて⼤きな差がある。
次に那智勝浦町、橋本市、⽥辺市がそれぞれ約5%となっており、それら5市町で8割を占めている。

・この割合は⽉別でも、同じ傾向があるが、8⽉については、⽩浜町の⽐率が50%を超えている。
上位20市町村

市町村 ⽐率
⽩浜町 43.0%
和歌⼭市 22.4%
那智勝浦町 6.0%
橋本市 4.9%
⽥辺市 4.5%
串本町 2.8%
かつらぎ町 2.2%
⾼野町 1.9%
上富⽥町 1.3%
岩出市 1.2%
紀の川市 1.2%
新宮市 1.2%
海南市 1.1%
すさみ町 1.0%
みなべ町 1.0%
印南町 0.9%
御坊市 0.7%
有⽥市 0.6%
⽇⾼川町 0.5%
紀美野町 0.5%
その他市町村 1.3%

1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

⽩浜町 和歌⼭市 那智勝浦町
橋本市 ⽥辺市 串本町
かつらぎ町 ⾼野町 その他
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クレジットカード利⽤額⽐率(総計) クレジットカード利⽤額遷移と⽐率(⽉別)
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和歌⼭県市町村別クレジットカード利⽤傾向

・8⽉の利⽤額は、次点の５⽉の1.7倍となっており、8⽉にオーバーツーリズムが起きていれば、分散の検討が必要。
周辺地域の上富⽥町も市町村別利⽤⾦額が9位と⽐較的上位で、宿泊利⽤率も⾼いことから、宿泊の分散の傾向も少しみられる。
県内⼀の集客地域であるため、分散の取り組みも含めて、周辺地域の⽩浜で実施できればよい。

・サービス別クレジットカード利⽤率では、買物が低く、他の利⽤⾦額上位の市町と⽐べても買物の⾦額が少ない傾向があるため、
別の市町で参考になる要素があれば、取り⼊れも検討できる。

■⽩浜町 ⽉別・費⽬別 クレジットカード利⽤分析(2022-2024総計)

⽉別クレジットカード利⽤額 費⽬別クレジットカード利⽤率
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和歌⼭県市町村別クレジットカード利⽤傾向

・和歌⼭県全体の推移と⽐較すると、12⽉の増加が顕著である。また、県全体と⽐較して、関⻄からの来訪者⽐率が⾼い。
・それ以外の⽉別推移については、和歌⼭県全体の傾向と同様であるため、特に閑散期となる2⽉、4⽉、6⽉、9⽉、10⽉に

対策を検討できるとよい。
（案） 2⽉︓加太や紀州の温泉

9⽉-10⽉︓四季の郷公園のフルーツ狩り

■和歌⼭市 ⽉別・費⽬別 クレジットカード利⽤分析(2022-2024総計)

⽉別クレジットカード利⽤額 費⽬別クレジットカード利⽤率
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和歌⼭県市町村別クレジットカード利⽤傾向

・費⽬別利⽤率の96.3%が宿泊で、それ以外の利⽤割合は極めて⼩さいため、宿泊以外での利⽤額拡⼤の検討は実施したい。
・関⻄からの来訪者の⽐率が⽐較的低く、⼀都三県や中部・東海からの来訪者の利⽤⾦額の⽐率が⾼い地域
・⽉別の推移については、和歌⼭県全体の傾向と同様であるため、閑散期となる2⽉、4⽉、6⽉、9⽉、10⽉に集客を増やしたい。

（案）2⽉︓温泉のPR、
4⽉、10⽉︓春秋の熊野古道（気候も良く歩きやすい時期）
11⽉︓紅葉

■那智勝浦町 ⽉別・費⽬別 クレジットカード利⽤分析(2022-2024総計)

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

60,000,000

1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

⽉別クレジットカード利⽤額 費⽬別クレジットカード利⽤率

宿泊

96.3%

買物

0.4%

飲⾷

0.6%

交通

1.4%
サービス

1.4%

来訪者居住地別 利⽤⾦額割合

関⻄
56.1%

⼀都三県
21.3%

中部・東海
12.0%

九州・沖縄
2.3%

関⻄ ⼀都三県 中部・東海
四国 中国 九州・沖縄
北海道 東北 北関東
北陸・甲信越

委託事業者からみたポイント

国内



10

和歌⼭県市町村別クレジットカード利⽤傾向

・夏より中間期の⽅が若⼲多く、利⽤費⽬がレジャーでの利⽤が多いため、ゴルフでの消費額が⼤きいと推測。また、来訪者
居住地別の利⽤⾦額も、関⻄の⽐率が70%を超えており、⼤阪からのゴルフ⽬的での来訪が⼀番多いと推測できる。
そのため、他府県のゴルフ場との差別化を図ることで、⼀層の集客を検討できれば良い。

■橋本市 ⽉別・費⽬別 クレジットカード利⽤分析(2022-2024総計)
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和歌⼭県市町村別クレジットカード利⽤傾向

・⽥辺市も８⽉が⼀番利⽤額が⼤きく、⽉別の利⽤額推移は県全体と同じ傾向。
・交通に関するクレジットカード利⽤率が他の市町と⽐べて⼤きく、熊野古道への訪問客の影響と考えられる。
・県全体と⽐べると、⼀都三県からの来訪者の利⽤⾦額の⽐率が⼤きい。

■⽥辺市 ⽉別・費⽬別 クレジットカード利⽤分析(2022-2024総計)
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委託事業者からみたポイントまとめ
【ターゲット旅⾏者】

⼤阪を中⼼とした関⻄地域。特に兵庫・京都は近距離・⼤阪と⽐べると和歌⼭県への旅⾏が少ないと考えられるため、
ベースラインを底上げの余地がある。
兵庫・京都の⽐較的年配の富裕層や家族連れを中⼼とした旅⾏企画を考える。

関⻄地域がまずターゲットであるが、遠⽅からの旅⾏層の取り込みとしても、⼤阪・三重・兵庫・奈良・京都との連携も踏まえて
企画検討とする。（関⻄の各観光施設での和歌⼭県PR等）

【ターゲットシーズン】
8⽉の⽩浜町を除く、全期間がターゲット。
特に、歴史遺産に関しては、夏以外の春・秋を中⼼に観光客を呼び込み。ウォークイベント等の開催。
また、ゴルフ場の需要もあると考えるため、ゴルフ＋リゾートで呼び込み。
秋に関しては、⽐較的旅⾏客が少ないため、⼭間部の紅葉等やフルーツ狩り等の資源を使ったアピールも検討。
冬に関しても温泉×⾷事を利⽤した旅⾏を企画検討。

【地域ごとのアプローチ】
⽩浜町 ︓夏期間ついては、近隣市町への分散（宿泊、⾷事、レジャー）を促すような検討を⾏う。上冨⽥町への移動も

確認できるため、上冨⽥町の取り組み確認。冬期間についても、温泉で旅⾏者獲得を狙う。
和歌⼭市 ︓年間通して変動も少なく、旅⾏者を確保している。飲⾷での消費を促すことができれば、より良い。
那智勝浦町︓⾷事での⾦額消費の⽐率が⼩さいため、飲⾷での消費を促すことができれば良い。

⽩浜同様、年間を通して温泉を利⽤した集客を検討する。
橋本市 ︓ゴルフでの集客が年間通して堅調と推測。県外他地域のゴルフ場との差別化を検討し、⼀層の集客を図る。
⽥辺市 ︓熊野古道のブランドで⽐較的遠⽅からの集客も可能な地域。
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